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１.これまでの検討経緯（道路整備における周辺状況変化）
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◇対策検討のマネジメントサイクル ◇これまでの検討経緯

道路交通渋滞対策部会における議論
※協議会構成主体：国、地方公共団体、高速道路会社、公安委員会 等

最新交通データによる渋滞状況の確認
～プローブデータの収集・分析等～

地域の交通状況に対する
専門的見地による確認

～データ精査・現地確認等の実施～

地域・道路利用者の声

広島県の主要渋滞箇所の特定

○地域の課題を共有することにより議論を促進

○早期に渋滞対策を立案し、効果的な対策を実施

（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、

道路利用者の参画による対策 等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

 平成２４年度に渋滞発生箇所を９６箇所（現在８６箇所）選定しました。

 その後、渋滞対策部会において主要渋滞箇所のモニタリングや効率的な渋滞対策について議論を行い、継続的にフォローアップを実施しています。
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H24.7.25 平成24年度 第1回渋滞部会

最新の渋滞関係データの共有

H24.8.23 平成24年度 第2回渋滞部会

主要渋滞箇所の素案を選定

H24.11.16～11.30 パブリックコメント

道路利用者の皆様から意見収集

H24.12.25 平成24年度 第3回渋滞部会

主要渋滞箇所の特定

H25.1.25 主要渋滞箇所の公表

H25.6.27 平成25年度 渋滞部会

渋滞対策の基本方針（案）について議論

H27.3.25 平成26年度 渋滞部会

渋滞対策の基本方針の策定

H27.10.7 平成27年度 渋滞部会

主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所の解除候補箇所

H29.8.3 平成29年度 渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

特定解除フローの決定 主要渋滞箇所の解除

H30.10.24 平成30年度 第1回渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

平成30年7月豪雨災害による交通影響

H31.3.20 平成30年度 第2回渋滞部会
主要渋滞箇所全体の対策状況

今年度の対策状況及び来年度以降の対策

主要渋滞箇所当初選定後の周辺状況変化

R1.8.26 令和元年度 第１回渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所の対策計画

主要渋滞箇所当初選定後の周辺状況変化

観光地における渋滞対策

R2.3.24 令和元年度 第2回渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所の対策計画

災害時交通マネジメント

重要物流道路における交通アセスメント

※書面審議

令和４年度 第2回渋滞部会の開催（R5.2.24 ）
・これまでの検討経緯（道路整備における周辺状況変化）
・東広島都市圏における検討状況
・東広島都市圏における交通特性・課題
・東広島都市圏の対策案の検討

H28.8.8 平成28年度 渋滞部会

最新データ・現地状況の確認

対策検討の実施状況の確認

R2.8.28 令和２年度 第1回渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所の対策計画

観光地における渋滞対策について

新型コロナウイルスに伴う渋滞状況の変化について

都市内の路上荷捌きに起因する渋滞対策

重要物流道路における交通アセスメント

渋滞部会の検討経緯

R3.3.19 令和２年度 第2回渋滞部会
主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所の対策計画

観光地における渋滞対策

コロナ禍における交通状況を踏まえた今後のTDM施策

R3.8.25 令和３年度 第1回渋滞部会
これまでの検討経緯

主要渋滞箇所のフォローアップ

主要渋滞箇所当初選定後の周辺状況変化

コロナ禍における交通状況を踏まえた今後のTDM施策

R4.8.24 令和４年度 第1回渋滞部会
これまでの検討経緯

主要渋滞箇所のフォローアップ

道路整備における周辺状況変化

国道５４号におけるTDM施策

観光地における渋滞対策
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 平成２４年度に主要渋滞箇所を選定した後、新たな社会基盤整備や土地開発等、道路整備によって県内の状況が変化しているため、
これらの変化が周辺交通に影響を与え、渋滞箇所が生じていないか、最新の交通状況で確認していきます。

主要渋滞箇所当初選定後の周辺状況変化

尾道自動車道

岡山県

山口県

広島県

(主)矢野安浦線
平成26年3月24日

L=2.8km開通

尾道自動車道
平成26年3月30日

L=10.3km開通

(主)神辺大門線
平成25年12月26日

L=0.8km開通

(主)三次美土里線
平成25年6月6日

L=1.4km開通

(県)栗谷大野線
平成25年12月18日

L=1.5km開通

（都）長江線
平成25年10月3日

L=0.2km開通

神辺バイパス
平成26年4月27日

L=1.5km開通

尾道自動車道
平成27年3月22日

L=20.4km開通

御薗宇バイパス
平成26年3月26日

L=0.8km開通
平成26年12月26日

L=3.3km開通

(主)加茂油木線
平成27年3月28日

L=0.6km開通

(県)造賀八本松線
平成26年6月19日

L=0.2km開通

(主)甲山甲奴上市線
平成26年6月19日

L=0.4km開通

(県)宇賀安田線
平成26年8月25日

L=0.7km開通

(県)穴笠三次線
平成26年11月4日

L=0.2km開通

松永道路
平成29年3月26日

L=2.5km開通

(県)飯田吉行線
（（都）吉行飯田線）
平成28年3月
L=0.4km開通

平成29年3月4日
L=0.4km開通

（主）福山尾道線
平成28年7月3日

L=1.1km開通

（都）廿日市駅通線
平成30年1月18日

L=0.3km開通

(主)福山沼隈線
平成26年3月27日
左折レーン延伸

福山SAスマートIC
平成30年3月31日

開通

(県)御幸松永線
平成30年3月30日

L=0.3km開通

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

寺家駅
・開業年月：H29.3
・路線：山陽本線

コーナン石内バイパス店
・開業年月：H25.10
・店舗面積：14,725㎡

ゆめタウン廿日市
・開業年月：H27.5

・店舗面積線：46,000㎡

凡 例

●●● 道路整備

●●● 鉄道駅

●●● 商業施設

●●● 業務施設

●●● 住宅団地

テクノタウン東広島
・造成年月：H9
・総面積：40.8ha
（H25以降進出あり）

東広島寺家産業団地
・造成年月：H28
・総面積：20.1ha
（H25以降造成）

東広島流通パーク
・造成年月：H10
・総面積：26.1ha
（H25以降進出あり）

広島空港流通工業団地
・造成年月：H9
・総面積：32.5ha
（H25以降進出あり）

河内企業団地
・造成年月：H6
・総面積：15.3ha
（H25以降進出あり）

広島港造成地五日市地区
・造成年月：H22.5
・総面積：152.38ha
（H25以降進出あり）

地区名
：祇園山本地区
・事業終了：H29

警固屋音戸バイパス
平成25年3月27日

L=3.9km開通

松江自動車道
平成25年3月30日

L=48.7km開通

（都）神辺水呑線
平成25年3月31日

L=0.8km開通

(県)竹原吉名線
平成26年7月17日

L=1.0km開通

吉川第二工業団地
・造成年月：H28
・総面積：7.4ha
（H25以降造成）

(主)呉環状線
平成25年3月27日
右折レーン延伸

(県)造賀田万里線
平成25年12月28日

L=0.5km開通
赤坂バイパス東口
平成29年12月23日
右折レーン追加

神辺バイパス
平成30年4月21日

L=1.7km開通

大正
平成30年10月
方面案内見直し

休山改良
平成31年3月10日
L=2.6km4車線開通

先小倉
平成30年1月 国道185号右折レーン延伸
平成30年7月 国道375号左折レーン増加

(県)津之郷山守線
平成30年3月30日

L=0.5km開通

地区名：廿日市駅北
・事業終了：H29.3

新たな交通集中・発生源となる施設

商業施設：
H25以降の延床面積1万m2以上の開発２

３
業務施設（工業団地、流通団地等）：
H25以降の延床面積2万m2以上の開発

社会基盤整備：
H25以降整備した道路、鉄道駅など１

４
その他用途の開発：
H25以降開発した住宅団地

西瀬戸自動車道

(県)内海三津線
平成26年2月28日

L=1.4km開通

東広島・呉道路
平成27年3月15日

L=8.8km開通

広島テレビ社屋
・造成年月：H30.3
・延床面積：19,769.15㎡

木原道路
令和3年3月14日

L=3.8km延長

あき亀山駅
・開業年月：H29.3
・所属路線：可部線

可部バイパス
平成26年2月8日

L=2.2km開通
令和3年2月19日

L=2.1km4車線開通

福山郵便局前交差点
令和2年6月

右折レーン延伸

（都）山手赤坂線
平成30年3月30日

L=0.8km開通

コメリパワー大竹店
・開業年月：H28.5
・店舗面積：10,540㎡

広島熊野道路
令和2年12月6日

無料開放

ＬＥＣＴ
・開業年月：H29.4
・店舗面積：38,980㎡

(主)江田島大柿線
平成26年12月8日

L=0.2km開通

河戸帆待川駅
・開業年月：H29.3
・所属路線：可部線

中筋1丁目交差点
令和元年10月
右折レーン延長

グラノード広島
・開業年月：H31.4

・延床面積：49,709.62㎡

エディオン蔦屋家電
・開業年月：H29.4
・店舗面積：12,535㎡

広島自動車道

沼田PAスマートIC
平成30年3月21日開通

広島銀行本店
・造成年月：R3.5
・延床面積：47,460.57㎡

THE OUTLETS HIROSHIMA
・開業年月：H30.4
・店舗面積：43,500㎡

広島城南
県立総合体育館前
平成31年1月
方面案内見直し

(主)矢野安浦線
平成27年3月31日

L=0.2km開通

新観音橋東詰
令和2年12月1日
導流路明示

臨港道路
廿日市草津線(Ⅰ期)
平成29年2月19日
L=1.6km 4車線化

広島南道路
平成26年3月23日

L=4.2km開通

地区名：安芸
・事業終了：H27

※大型小売店総覧2020より 志和流通団地
・造成年月：H8
・総面積：33.3ha
（H25以降造成あり）

東広島バイパス
平成26年3月29日

L=4.4km開通

(都)東雲大州線
平成31年3月

L=0.3km東大橋開通

(都)比治山東雲線
平成31年2月

L=0.6km4車線化

※各管理者・事業者資料より

広島エリア

東広島呉自動車道
令和4年3月
阿賀IC立体化

道の駅 西条
のん太の酒蔵

令和4年7月15日開業

仁保交差点
令和1年10月
右折レーン延長

東部流通団地北口
令和3年12月
導流路明示



広島エリアにおける渋滞対策について
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 広島エリアには交通が集中し、広い範囲で速度低下が発生している状況であり、ピンポイント渋滞対策や西広島バイパス都心部延伸などの

中長期的な渋滞対策が進められている状況です。

 今年度には、広島南道路（木材港西～廿日市）が新規事業化し、整備を進めると共に引き続き渋滞対策について議論していきます。

（都）廿日市駅通線
平成30年1月18日

L=0.3km開通

新観音橋東詰
令和2年12月1日
導流路明示

仁保交差点
令和1年10月
右折レーン延長

臨港道路
廿日市草津線(Ⅰ期)
平成29年2月19日
L=1.6km 4車線化

広島南道路
平成26年3月23日

L=4.2km開通

(都)東雲大州線
平成31年3月

L=0.3km東大橋開通

(都)比治山東雲線
平成31年2月

L=0.6km4車線化

大正交差点
平成30年10月
方面案内見直し

事業中
西広島バイパス
都心部延伸

R5.3.19開通予定
東広島バイパス
(海田高架橋)

事業中
広島南道路

(明神高架橋)

東部流通団地北口
交差点

令和3年12月
導流路明示

R4新規事業化
広島南道路

(木材港西～廿日市)

＜広島エリアにおける対策状況＞

凡 例

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所
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下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2022.10・平日昼間12時間平均）

至 大竹市 至 呉市

至 東広島市

至 安芸高田市

183
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佐東拡幅

６／６
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54
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至 広島市街
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和
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年
２
月
に

４
車
線
化

高速IC付近や渡河部を
中心に、20km/h以下の
区間が存在

可部バイパス４車線開通後の状況について

＜R3年度の状況＞

下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2021.10・平日17時台）

凡 例

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

主要渋滞箇所・要望箇所

主要渋滞箇所

工業団地
(延床面積2万㎡以上)

大規模小売店舗

道路事業（事業主体）

NEXCO

県・市

国

開発状況(H24以降)

道路利用者団体
要望箇所

N

佐東拡幅

６／６
車線

４／６
車線
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183

54
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至 安芸高田市
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183

可
部
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54

191

至 広島市街

引き続き
20km/h以下の区間が存在

＜R4年度の状況＞

下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2022.10・平日17時台）

凡 例

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

主要渋滞箇所・要望箇所

主要渋滞箇所

工業団地
(延床面積2万㎡以上)

大規模小売店舗

道路事業（事業主体）

NEXCO

県・市

国

開発状況(H24以降)

道路利用者団体
要望箇所
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 国道54号では、令和３年２月に開通した可部バイパス４車線化に伴い、開通区間は混雑が緩和されたものの、高速IC付近や渡河部において、
速度低下区間が広域的に移動しています。

 開通後である令和３年度と令和４年度の交通状況に変化があまり見られないため、経過観察とします。

令
和
３
年
２
月
に

４
車
線
化



木原道路開通後の状況について

7

2

22

185

185

本郷ICＥ２

至 尾道市至 東広島市

至 呉市

N

三原バイパス

下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2021.10・平日7時台）

（２／４車線）（２／４車線）

185
道の駅みはら
神明の里

尾道糸崎港
(糸崎地区・貝野地区)

木原道路

令和３年３月開通

国道２号を中心に、
20km/h以下の区間が存在

＜R3年度の状況＞

2

22

185

185

本郷ICＥ２

至 尾道市

至 呉市

N

三原バイパス

下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2022.10・平日7時台）

（２／４車線）（２／４車線）

185
道の駅みはら
神明の里

尾道糸崎港
(糸崎地区・貝野地区)

木原道路

令和３年３月開通

引き続き
20km/h以下の区間が存在

＜R4年度の状況＞

 令和３年３月の木原道路開通に伴い、開通区間は混雑が緩和されたものの、国道２号を中心に速度低下区間が広域的に移動しています。

 開通後である令和３年度と令和４年度の交通状況に変化があまり見られないため、経過観察とします。

凡 例

国

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

道路事業（事業主体）

大規模小売店舗

開発状況

至 東広島市

凡 例

国

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

道路事業（事業主体）

大規模小売店舗

開発状況



２.東広島都市圏における検討状況
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主要渋滞箇所の状況

■主要渋滞箇所位置図

１エリア ８区間

３４箇所

集約されるエリア数 集約される区間数 箇所数

※３３箇所が
含まれる

※１９箇所が
含まれる

主要渋滞箇所数

８６箇所

広島エリア

尾道自動車道

西瀬戸自動車道

広島自動車道

中国自動車道

浜田自動車道

山陽自動車道

山陽自動車道

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

主な工場等

主な大規模商業施設

■東広島市周辺

山陽自動車道

溝迫

小宇羅地
(安芸区)

志和インター入口(北)
志和インター入口

西条西 市役所西

大坪

円城寺
入口道照

東広島市

広島市
安芸区

 県内の主要渋滞箇所は、平成２４年度に渋滞発生箇所を９６箇所を選定したのち、令和４年８月時点では８６箇所となっています。
うち、８箇所（約１割）は東広島市内に集中しています。
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これまでの整備状況
 西条バイパスは昭和49年度に事業着手し、平成5年4月までにバイパス区間8.5kmが暫定2車線で開通しています。

現道拡幅区間は昭和62年度から事業着手し、平成24年2月には一部4車線で開通しています。

 東広島バイパスは昭和50年度に事業着手し、平成10年9月に海田ランプ0.6km、平成26年3月までに瀬野西IC～海田東ICの7.1kmが

暫定2車線で開通しています。

 東広島・安芸バイパスの未供用区間は令和5年3月19日に開通予定です。

安芸バイパス L=7.7km

Ｅ７５

１

Ｅ７５

Ｅ２

2

31

486

2

2

2

2
375

375

東広島バイパス L=9.6km 西条バイパス L=11.3km

至 廿日市市

至 三原市

至 呉市

Ｅ２

海田高架橋
1.6km

道の駅
西条のん太の酒蔵
(R4.7.15開業)

市役所西

大坪

円城寺入口

道照

溝迫
志和インター

志和インター(北)

小宇羅地

上三永IC

馬木IC

大多田IC

高屋IC・JCT

西条IC

志和IC

広島IC

N

下図：地理院地図（電子国土Web）

Ｅ２
広島東IC

海田ランプ
0.6km 7.7km

バイパス区間 現道拡幅区間

八本松西IC

上瀬野IC

瀬野東IC瀬野西
IC

中野東IC

中野IC

海田東IC

海田西IC

H18.3
開通
(2/4)

H26.3
開通
(2/4)

2.7km 4.4km 0.7km

H10.9
開通

R5.3.19
開通予定

(2/4)

H5.4
開通
(2/4)

5.0km

S63.3
開通
(2/4)

0.9km

西条西

S60.12
開通
(2/4)

2.6km

H14.12
開通
(2/4)

0.7km

H24.2
開通
(4/4)

2.1km

(仮称)八本松

スマートIC

R5.3.19
開通予定

(2/4)

R5.3.19
開通予定

(2/4)

Ｅ２
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東広島都市圏の渋滞状況
 東広島市内では、主要渋滞箇所を中心とした速度低下区間が広域的に存在します。局所的な渋滞対策を実施しているものの、市街地を中心
に大規模小売店舗の進出や産業団地への企業進出が進んでおり、依然として課題が残るため、引き続き対策が必要です。

 道照交差点、御薗宇ランプ交差点の改良や、 (仮称)八本松スマートICの整備などの対策を進めている状況ですが、令和4年7月に開業した

道の駅 西条のん太の酒蔵や、中心部へのアクセス強化となる東広島・安芸バイパスの開通(令和5年3月19日予定)の影響により、さらなる

交通量増加や混雑悪化が懸念されます。

至 広島市街

N

下図：地理院地図（電子国土Web）

資料：ETC2.0プローブデータ
（2022.10・平日7時台）

Ｅ７５

Ｅ２

2

486

2

2

375

375

至 三原市

至 呉市

Ｅ２

道照交差点改良

御薗宇ランプ交差点改良

道の駅
西条のん太の酒蔵
(R4.7.15開業)

西条西
市役所西

大坪

円城寺入口

道照

溝迫
志和インター

志和インター(北)

小宇羅地

(仮称)
八本松スマートIC整備

アクセス道整備
（正力飯田線ほか）

上三永IC

馬木IC

高屋IC・JCT

西条IC

志和IC
Ｅ２

ゆめモール西条
(R4.10.27開店)

寺家産業団地
H28造成

主要渋滞箇所を中心に
20km/h以下の区間が存在

Ｅ２

凡 例

10～20km/h

20～30km/h

50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

旅行速度

00～10km/h

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

工業団地
(延床面積2万㎡以上)

大規模小売店舗

道路事業（事業主体）

NEXCO

県・市

国

開発状況(H24以降)

東広島・安芸バイパス
(R5.3.19開通予定)



12

東広島都市圏における開発状況

■東広島市周辺における開発状況

■東広島市における旅行速度の変化（朝ピーク時間帯（7:00～8:00））

2

6

18
20 20

24
26 27

30 31

41

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
資料：R3まで…工業立地動向調査

R6…第五次東広島市総合計画(東広島市)における
[総投資額10億円以上の立地企業数]目標値(10件)

目標値
(+10件)

【主要渋滞箇所特定時 （平成２４年度）】 【現在】

資料：民間プローブデータ H24.10月 （7:00～8：00）平日平均値 資料：ETC2.0プローブデータ R4.10月 （7:00～8：00）平日平均値

■ 企業立地・増設件数（東広島市内）

2

2

2

486

375

375

西条IC

志和IC
奥屋PA

高屋IC・JCT

上三永IC

至

広
島
市
街

至 呉市

375

東広島市

竹原市

広島市

安芸区

至 呉市

N

至

三
原
市

小谷SA

486

Ｅ２

Ｅ２

安芸バイパス(R5.3.19開通予定)

志和流通団地

磯松工業団地

御薗宇
工業団地

吉行工業団地

飯田研究
団地

原地区工業団地

広島中央
サイエンスパーク

寺家産業団地
(H28造成)

吉川第二
工業団地

吉川地区工業団地

田口地区
研究団地

道の駅西条
のん太の酒蔵

(仮称)
八本松スマートIC整備

ゆめモール西条
R4.10.27開業

東広島
バイパス

マイクロンメモリジャパン広島工場
半導体生産設備増強計画

広
島
大
学

西条バイパス安芸バイパス

（R5.3.19開通予定）

企業立地・増設が盛んであり
R6には10件立地の目標

１５倍

Ｅ７５

Ｅ２

上三永IC

高屋IC

西条IC
486

2

2

2

西条バイパス安芸バイパス

（R5.3.19開通予定）

Ｅ７５

Ｅ２

上三永IC

高屋IC

西条IC

486

2

2

2

速度悪化
東広島市内

凡 例

開発状況（H24以降）

工業団地

大規模小売店舗

凡 例

0～10km/h

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

凡 例

0～10km/h

10～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所

 東広島市の市街地を中心に多くの企業立地・増設が盛んな状況（平成24年から15倍）であり、今後も増加していく見込みです。

 主要渋滞箇所特定時の平成24年度に対し、東広島市内の国道2号西条バイパスをはじめとした幹線道路の速度は低下している状況です。

凡 例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道・指定市道

その他道路

4車線 2車線

4車線 2車線
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東広島都市圏(西条バイパス)における事業中の対策
 追突事故の多発も問題となっていた主要渋滞箇所である道照交差点において、交差する市道土与丸御薗宇線を跨ぐ立体交差点化に向けて、
事業中です。

 また、御薗宇ランプ交差点の上り線オフランプにおいて、左折レーンの増設を行います。

■位置図
N

道照交差点
御薗宇交差点

2
375

至

広
島
市

至

福
山
市

Ｅ２

広島エリア

尾道自動車道

山
陽
自
動
車
道

中
国
自
動
車
道

岡山県

山口県

西瀬戸自動車道

広島自動車道

広島県広島県

N

■現状

御薗字ランプ
交差点

西条IC

渋滞に伴う追突事故のリスク

道照交差点

至 広島市

至 福山市

2

至

福
山
市

至

広
島
市

道照

御薗字ランプ

市
道
土
与
丸

御
薗
宇
線

■立体後

2
至

福
山
市

至

広
島
市

道照御薗字ランプ

市
道
土
与
丸

御
薗
宇
線

N

N

信号を回避し
スムーズな通行

凡 例

＜主要渋滞箇所＞ ＜道路種別＞

箇所 高速道路

区間 一般県道以上

エリア 市町村道

主な工場等

主な大規模商業施設

左折レーンの
整備

道照交差点立体化



３.東広島都市圏における交通特性・課題
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■東広島市周辺地域の交通流動 ■東広島市を発着する交通のOD内訳

15

東広島都市圏の交通特性

※広島県西部：安芸高田市、大竹市、廿日市市、江田島市、熊野町、府中町、海田町、坂町、安芸太田町、北広島町
広島県東部：三原市、三次市、尾道市、福山市、府中市、庄原市、大崎上島町、神石高原町、世羅町

資料：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査OD調査結果（トリップ/日）

 東広島市の発着交通は内々交通が最も多く全体の約66%を占めています。

 東広島市を発着する外内、内外交通は、広島市や広島県東部など、東西方向への行き来が多くなっています。

内々

65.5%

東西方向

25.1%

その他

9.2%

東広島市

65.5%

広島市

10.6%

広島県西部 4.1%

山口県以西 0.7%

竹原市 3.2%

広島県東部 5.4%

岡山県以東 1.0%

四国 0.1%

呉市 8.9%

島根県・鳥取県 0.3%

東西軸の利用が
約25％



内々交通 10%

内外交通

35%
通過交通

55%

内々交通

39%

内外交通

33%

通過交通

28%

内々交通

26%

内外交通

43%

通過交通

31%

内々交通 3%

内外交通

31%通過交通

66%

内々交通

51%内外交通

32%

通過交通 17%
内々交通 8%

内外交通

37%
通過交通

55%

東広島都市圏の交通特性

2

486

Ｅ２

2

2

486

375

375

Ｅ２

西条IC

志和IC
奥屋PA

高屋IC・JCT

上三永IC

下三永福本IC

至 広島市街

至 三原市

至 呉市

375

溝迫

西条西
市役所西

大坪

円城寺
入口

道照

志和インター入口

志和インター
入口(北)

東広島市

竹原市

広島市

安芸区

道の駅西条
のん太の酒蔵

（分析断面）

N

安芸バイパス(R5.3.19開通予定)
東広島
バイパス

473百台

195百台

断面交通量
約25,700台/日

通過交通
約14,200台/日

内外交通(東方面)
約1,500台/日

内々交通
約2,500台/日

内外交通(西方面)
約7,500台/日 257百台

 西条バイパスを利用する車両の約6割は沿線に発着地をもたない通過交通であり、内々交通は少ない状況です。

 国道486号は通過交通を担う山陽道、西条バイパスの中間位置にあり、内々・内外が7割を占め、東広島市街地の生活道路として重要な役割
を担っていますが、通過交通も3割（貨物車は6割）を占めており、生活道路としての機能が十分に発揮されていない状況です。

■ 路線別の内訳

＜西条バイパス＞

＜国道486号＞

■ 車種別の内訳（西条バイパス） ■ 車種別の内訳（国道486号）

＜貨物車＞ ＜乗用車＞ ＜貨物車＞ ＜乗用車＞

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

通過交通が
多い

3割は通過交通であり
生活道路としての機能が
十分に発揮されていない

16

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

■ 西条BP中心部断面における交通特性

凡 例

高速道路 通過交通

一般国道 内外交通

主要地方道 内々交通

一般県道・指定市道 分析範囲

その他道路 ※西条BP・国道486号に
囲まれたエリアの半径1km圏

主要渋滞箇所

4車線 2車線

4車線 2車線



東広島都市圏の交通状況
 東広島市を東西方向に結ぶ幹線道路として、北から山陽道、国道486号、国道2号西条バイパスが存在します。

 各断面で約8～9万台/日程度の利用があり、交通量の約半数が西条バイパス(約3割)と486号(約2割)に集中しています。

 上記について、西条バイパスでは約2～3万台/日、国道486号では約1～2万台/日を観測しており、同等の交通需要があることが確認できます。

17

0 200 400 600 800 1000

①八本松断面

②寺家断面

③西条断面

④早稲木断面

■ 分析断面

486

Ｅ２

2

486

375

375

Ｅ２

西条IC

高屋IC・JCT

上三永IC

下三永福本IC

至

広
島
市
街

至 三原市

至 呉市

①八本松断面

375

溝迫

西条西
市役所西

大坪

円城寺
入口

道照

東広島市

竹原市

②寺家断面

③西条断面

④早稲木断面

早稲木
早稲木(東)

道の駅西条
のん太の酒蔵

■ 断面交通量
[百台/日]

①八本松
断面

断面合計

917百台/日

②寺家
断面

断面合計

925百台/日

③西条
断面

断面合計

880百台/日

④早稲木
断面

断面合計

827百台/日

N

資料：平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査
※早稲木断面市道(旧2号)はセンサス区間外のため
交通量調査結果を使用
（円城寺入口交差点・早稲木側断面 R4.9.7実施）

山陽道

473百台/日

（52%）

257百台/日

（28%）

473百台/日

（51%）

473百台/日

（54%）

437百台/日

（53%）

山陽道

山陽道

山陽道

国道486号西条バイパス

交通量の約半数が西条バイパス・486号に集中

195百台/日

（21%）

257百台/日

（28%）

195百台/日

（22%）

212百台/日

（24%）

107百台/日

（13%）

283百台/日

（34%）

国道486号 西条バイパス

国道486号西条バイパス

市道(旧2号)西条バイパス

187百台/日

（20%）

2凡 例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道・指定市道

その他道路

主要渋滞箇所

4車線 2車線

4車線 2車線



内々交通 10%

内外交通

35%

通過交通

55%

257 

429 

0

100

200

300

400

500

現況 東広島・安芸BP供用後

 西条バイパスは、市街地と隣接しておりアクセスコントロールされた構造ですが、内々・内外交通が約４割を占め、東広島市街地の生活道路として
の役割も担っています。また、並行する国道486号には、複数の主要渋滞箇所が存在しています。

 さらには東広島・安芸バイパスの開通（令和5年3月19日予定）により、交通量が約１.７倍に増加する見込みです。

東広島都市圏の交通状況

18

■ 西条BP中心部断面における交通特性

■ 路線の内訳

＜西条バイパス＞

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

■ 西条BPの交通量（寺家断面）

現況…平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
将来…交通量推計結果

東広島・安芸BPの供用後は
日交通量が1.7倍に増加

[百台/日]

混雑度1.55

混雑度2.59約４割が市街地と
関わる交通

2

486

Ｅ２

2

2

486

375

375

Ｅ２

西条IC

志和IC

奥屋PA

高屋IC・JCT

小谷SA

上三永IC

下三永福本IC

至 広島市街

至 三原市

至 呉市

375

溝迫

西条西
市役所西

大坪

円城寺
入口

道照

志和インター入口

志和インター
入口(北)

東広島市

竹原市

広島市

安芸区

道の駅西条
のん太の酒蔵

（分析断面）

N

安芸バイパス(R5.3.19開通予定)
東広島
バイパス

473百台

195百台

断面交通量
約25,700台/日

257百台

通過交通
約14,200台/日

内外交通(東方面)
約1,500台/日

内々交通
約2,500台/日

内外交通(西方面)
約7,500台/日

資料：ETC2.0プローブデータ（2022.10・平日・昼間12時間）

凡 例

高速道路 通過交通

一般国道 内外交通

主要地方道 内々交通

一般県道・指定市道 分析範囲

その他道路 ※西条BP・国道486号に
囲まれたエリアの半径1km圏

主要渋滞箇所

4車線 2車線

4車線 2車線



 西条バイパスでは、交差道路やランプからの交通流入により、ピーク時を中心に旅行速度の低下が発生しています。

 令和4年7月の道の駅「西条のん太の酒蔵」開業により周辺で混雑が発生しています。東広島・安芸バイパスの開通（令和5年3月19日予定）
により、さらに交通が集中する見込みです。

国道２号 西条バイパスの速度・交通量状況

７
時
台

0分

15分

30分

45分

８
時
台

0分

15分

30分

45分

７
時
台

0分

15分

30分

45分

８
時
台

0分

15分

30分

45分

0

10000

20000

30000

40000

西条バイパス 延長11.3km

仁賀口

下三永

下見 道照

七ツ池

486

330

Ｅ２

2
2

2

2

375

至 三原市

Ｎ

上三永東

溝迫

志和インター
入口(北)

大坪

円城寺入口

23,835

7,585(31.8%)

御薗宇
ランプ

上り

下り

交
通
量

375

道照交差点改良
（事業中）

Ｅ２

至 広島市街

下三永東
上三永

25,708

7,838(30.5％)

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

東広島駅入口

西条西

市役所西

19,134

6,908(36.1％)

H5.4供用（2/4）

延長 5.0km

S63.3供用（2/4）

延長 0.9km

S60.12供用（2/4）

延長 2.6km

H14.12供用

東広島駅入口
交差点立体化

H24.2供用（4/4）

延長 2.1km

下図：地理院地図（電子国土Web）

三永小学校
入口

旅
行
速
度

【写真①】早稲木(東)交差点付近

【写真③】前谷ランプ付近

19,469

1,086(5.6％)

御薗宇
早稲木

16,365

2,209(13.5%)

至 三原市

至 広島市街

至 三原市

至 広島市街

（立体化事業中）

黒
瀬
川

下
見

道
照

御
薗
宇

早
稲
木

東
広
島
駅

入
口

七
ツ
池

仁
賀
口

上
三
永(

東)

上
三
永

下
三
永
東

三
永
小
学
校

入
口

下
三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木(

東)

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

御
薗
宇

ラ
ン
プ

【凡例】 平面部 立体部 側道
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1.18

0.96

29,499 27,908 28,022
30,585

24,172
19,070

17,928

0.79 28,022
▲混雑度1.00

資料：令和4年交通量調査値（御薗宇以西：R4.9.7、 御薗宇以東：R4.11.30)

1.78 1.771.69
1.85

1.50 1.49

【凡例】 混雑度交通量[台/日]

資料：ETC2.0プローブデータ （2022.11・平日）

【写真②】御薗宇付近(ランプ部)

至 三原市

至 広島市街

上三永IC

早稲木(東)

速度 凡例

：10km/h未満

：10～20km/h

：20～30km/h

：30～40km/h

：40～50km/h

：50km/h以上

前谷ランプ
からの合流

道照交差点
御薗宇ランプ
からの合流

早稲木・早稲木(東)交差点
東広島駅入口からの合流

のん太の酒蔵
ランプからの合流

早稲木・
早稲木(東)交差点

道照
交差点

八
本
松
西
IC

凡 例

対象区間 主要渋滞箇所・区間

高速道路 H27交通量・混雑度

一般国道 橋梁構造

主要地方道 トンネル構造

一般都道府県道

その他道路

交通量台/日

混雑度4車線 2車線

4車線 2車線



資料：
[需要交通量] 交通実態調査結果
（御薗宇以西：R4.9.7 御薗宇以東：R4.11.30）

[交通容量] 平成27年全国道路・街路交通
情勢調査(見直し精査値）
※時間交通容量は、平成27年度全国道
路・街路交通情勢調査(見直し精査値）
より、12時間交通容量を24（12時間×上下
方向）で割った値。

20

国道２号 西条バイパスの交通状況（時間帯別・ピーク時）

道路構造 凡例

：平面部

：立体図

：側道

■ 西条バイパス
の交通量 上り

下り

需
要
交
通
量
（
台
／
時
）

需
要
交
通
量
（
台
／
時
）

資料：交通実態調査結果
御薗宇以西：R4.9.7.7時
御薗宇以東：R4.11.30.7時
道照交差点：R4.12.22.7時
前谷ランプ：R5.1.13.7時
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2
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375 至 三原市

Ｎ

375

下図：地理院地図（電子国土Web）

安芸バイパス
R5.3.19開通予定

仁賀口

下三永
下見 道照

七ツ池

上三永東

溝迫
御薗宇
ランプ

早稲木(東)

下三永東
上三永IC上三永

道の駅「西条のん太の酒蔵」

三永小学校
入口

御薗宇
早稲木

東広島駅入口

黒
瀬
川

溝
迫

下
見

御
薗
宇

ラ
ン
プ

道
照

御
薗
宇

早
稲
木

東
広
島
駅

入
口七

ツ
池

仁
賀
口

上
三
永(

東)

上
三
永

下
三
永
東

三
永
小
学
校

入
口下

三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木(

東)

道の駅「西条のん太の酒蔵」

（立体化事業中）

0264

79

109

交通容量

※事業中
（道照交差点立体化）

容量超過

容量超過

容量超過

容量超過

容量超過

容量超過

容量超過 容量超過

容量超過

1,211

600

599

※事業中
（道照交差点立体化）

1.027＞1.0

容量超過 容量超過

容量超過 容量超過

位置図 凡例

西条BP(2車線区間）

一般国道

主要地方道

一般県道

その他道路

交通容量

交通量が特に多く
単路の容量不足が顕著な区間

ランプ合流部を先頭とした渋滞が形成される

183

【道照】

事業中

635

42

72

従道路からの合流交通が多い交差点を
先頭とした渋滞発生区間

※右折車線

1.040＞1.0

1.036＞1.0

0.835<1.0

〇.〇
交差点における本線車線のピーク時
交通容量比（1.0超過で容量不足）

容量超過

早稲木(東)交差点では
市道(旧国道2号)からの
合流交通が多い

のん太の酒蔵ランプ
からの合流交通が多い

28

147

8

112

806

651 590

551

※本線からの並行
市道アクセス含む

※本線からの並行
市道アクセス含む

※

※

32

※道照のみ
ピーク16時台計算

※道照のみ
ピーク16時台計算

202

945

■ ７時台交通量（台/時）

47

前谷ランプからの
合流交通が多い

至 広島市

298

554

凡例

本線交通量(台/時)
100台/時以上 流入交通量

(台/時)100台/時未満

流出交通量(台/時)

 西条バイパス2車線区間では全区間で交通容量を超過しています。

特に、「道の駅 西条のん太の酒蔵」のランプ部を含む「下見」から西の区間の交通量が多く、容量不足が顕著です。

 また、交通量が特に多いランプ合流部を先頭とした渋滞や、従道路側からの合流交通が多い区間も存在しています。

883

260

八
本
松
西
IC

八本松西IC



国道２号 西条バイパスの交通状況（単路・ランプの速度低下）

道の駅
西条のん太の酒蔵

（R4.7月15日開業）

2号
横断橋

前谷(北)
交差点

上りONランプ 上りOFFランプ

下りOFFランプ 上りONランプ

至

広
島
市

至

三
原
市

【凡例】

本線の車両

ランプからの流入車両

1号横断橋

速度低下(約700m)

速度低下（約1960m）

前谷(南)
交差点

Ｎ

７
時
台
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15分

30分

45分
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45分
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時
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45分

上り
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度

（立体化事業中）

黒
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学
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中
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入
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前
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ラ
ン
プ

【凡例】 平面部 立体部 側道

資料：ETC2.0プローブデータ （2022.11・平日）

速度 凡例

：10km/h未満

：10～20km/h

：20～30km/h

：30～40km/h

：40～50km/h

：50km/h以上

道照交差点
御薗宇ランプ
からの合流

早稲木・早稲木(東)交差点
東広島駅入口からの合流

早稲木・
早稲木(東)交差点

道照
交差点

21

旅
行
速
度

速度低下区間

1000m 920m

470m

700m

1960m
560m

至 三原市

至 広島市街

【写真②】前谷ONランプ状況

【写真①】のん太の酒蔵ONランプ状況

①

②

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

前谷ランプ
からの合流

のん太の酒蔵
ランプからの合流

 西条バイパスのうち、2号横断橋（道の駅西条のん太の酒蔵）から前谷付近にかけての区間では、ランプからの流入交通量が多いため、単路部に
おいても速度低下が発生しています。

至 三原市

至 広島市街



2

2

2

486

375

375

西条IC

志和IC

奥屋PA

高屋IC・JCT

上三永IC

至 呉市

375

溝迫

西条西

市役所西

大坪

円城寺
入口

道照

志和インター入口

志和インター
入口(北) 東広島市

竹原市

広島市

安芸区

至 呉市

N

寺家断面

至 三原市

小谷SA

486

Ｅ２

Ｅ２

安芸バイパス(R5.3.19開通予定)

志和流通団地

御薗宇
工業団地

吉行工業団地

飯田研究団地

原地区工業団地

広島中央
サイエンスパーク

寺家産業団地
(H28造成)

吉川第二
工業団地

吉川地区工業団地

田口地区
研究団地

道の駅西条
のん太の酒蔵
(R4.7開業)

【R2新規】
(仮称)八本松スマートIC整備

東広島
バイパス

マイクロンメモリジャパン広島工場
半導体生産設備増強計画

広島
大学

ゆめモール西条
(R4.10.27開店)

交通流動の変化
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至 広島市街

■ 位置図・分析断面
拠点地区 役割

都市拠点
市の中枢を担う
広域的な都市の核となる拠点

特定機能拠点
広域交通、高度医療、産業・学術・技術など
都市における専門的機能を支える拠点

地域拠点
各生活圏の居住者の生活を支える、
地域の核となる拠点

資料：第五次東広島市総合計画（R2.3）

磯松工業団地

一部の交通が
国道486号から

西条バイパスに転換

凡 例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道・指定市道

その他道路

主要渋滞箇所

4車線 2車線

4車線 2車線

 東広島市の国道2号沿線には多機能な拠点計画が存在しており、令和4年10月に開店した大型商業施設をはじめとした商業・産業施設の

整備が進められており、今後更なる都市機能の発展が期待されます。

 東広島・安芸バイパスの開通（令和5年3月19日予定）により、西条バイパスとのネットワークの連続性が確保され、国道２号の利便性が向上
するほか、事業中の八本松SIC(仮称)の整備により高規格道路とのアクセス交通が増加することで、更なる交通混雑悪化が懸念されています。

 西条バイパスを4車線化することで、混雑の緩和や並行する国道486号の主要渋滞箇所の速度向上が期待されます。



４.東広島都市圏における対策案の検討
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交通課題区間

需要交通量 凡例

交通容量以下

交通容量超過

交通容量

下り

資料：交通実態調査結果
（R4.9.７・R4.11.30・R4.12.22）

ETC2.0プローブデータ （R4.11 平日）

(台／時) 1500
1250
1000
750
500
250
0

486

2

375

至 三原市

Ｎ

溝迫

東広島・安芸バイパス
R5.3.19開通予定

早稲木

道路構造 凡例

：平面部

：立体図

：側道

交 通 課 題 が 高 い 区 間

７
時
台

0分

15分

30分

45分

８
時
台

0分

15分

30分

45分

７
時
台

0分

15分

30分

45分

８
時
台

0分

15分

30分

45分

上り

(台／時) 1500
1250
1000
750
500
250
0

御薗宇
ランプ

道照

（立体化事業中）

黒
瀬
川

下
見

道
照

御
薗
宇

早
稲
木

東
広
島
駅

入
口

七
ツ
池

仁
賀
口

上
三
永(

東)

上
三
永

下
三
永
東

三
永
小
学
校

入
口

下
三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木(

東)

御
薗
宇

ラ
ン
プ

御薗宇 早稲木(東)
下見

前谷ランプ
からの合流

速度 凡例

：10km/h未満

：10～20km/h

：20～30km/h

：30～40km/h

：40～50km/h

：50km/h以上

2車線区間全線で容量不足の課題

2車線区間全線で容量不足の課題

七ツ池

交 通 課 題 が 高 い 区 間

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

道の駅「西条のん太の酒蔵」

のん太の酒蔵
ランプ合流部

前谷
ランプ合流部

御薗宇ランプからの
合流・信号

東広島駅入口からの
合流・信号

のん太の酒蔵
ランプからの合流

仁賀口

2

上三永東

下三永東

上三永

下三永

三永小学校
入口

上三永IC

1000m

560m

位置図 凡例

西条BP
(2車線区間）

一般国道

主要地方道

一般県道

その他道路

速度低下区間

主要渋滞箇所

※速度低下区間
：旅行速度が20km/hを下回る区間

東広島駅入口

 平面交差点である道照交差点および早稲木(東)交差点を先頭に上下線において渋滞が発生しています。
 ２車線区間では、交通容量を超過しているうえ、ランプからの交通流入により西条バイパス本線において速度低下が発生しており、４車線化による交通容量の
拡大を図る必要がある。

八本松西IC

八
本
松
西
IC



渋滞対策検討（対策比較検討）
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【案①】西条バイパス4車線整備案
■標準横断図
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溝
迫
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宇

ラ
ン
プ
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照

御
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宇
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ツ
池
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永

下
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永
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永
小
学
校

入
口下

三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木
東

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

（立体化事業中）

【案①】 【案②】
4車線化整備

至

三
原
市

至

広
島
市
街

※信号排除

4車線化整備 ・ 交差点立体化

【案②】西条バイパス4車線・交差点立体化案

黒
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川
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御
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照
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宇
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永
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学
校

入
口下

三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木
東

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

（立体化事業中）

至

三
原
市

至

広
島
市
街

※信号排除

バイパス区間

現道拡幅区間

橋梁区間

評価項目
【案①】西条バイパス4車線整備案 【案②】西条バイパス4車線・交差点立体化案

全線を4車線化整備する案 全線を4車線化し、全交差点を立体化する案

道
路
整
備
に

よ
る
効
果
・

改
善
点

混雑緩和 ○ 交通容量が増加し、円滑性が向上 ○ 交通容量が増加し、円滑性が向上

交通安全の確保 ○ 追突事故の減少が見込まれる ○ 追突事故の減少が見込まれる

円滑な救急医療活動の確保 ○ 混雑が緩和され、所要時間の短縮が見込まれる ○ 混雑が緩和され、所要時間の短縮が見込まれる

道
路
整
備
の

影
響

工事の影響 ○ 現道を通行させながらの施工が可能である △
立体交差点周辺の橋梁施工に伴い、
現道の交通規制が生じる

既都市計画との整合 ○ 既都市計画に対応した整備である △
既都市計画に対応しない整備のため、
都市計画変更が必要

建設費 ○ 約270億円 △ 約360億円

総合評価 ○ △

わ

さ

ぎ

早
稲
木

八
本
松
西
IC

八
本
松
西
IC
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渋滞対策検討（交差点解析結果）

至

三
原
市

至

広
島
市
街

※信号排除

※【現況】交通容量比、需要率は交通実態調査結果 （道照：R4.12.22、早稲木：R4.11.30）
【安芸BP開通後・対策後案①案②】：交通量推計調査結果

4車線化整備

案
①

案
②

至

三
原
市

至

広
島
市
街

4車線化整備

早稲木 平面交差

早稲木 立体交差

黒
瀬
川

溝
迫

下
見

御
薗
宇

ラ
ン
プ

道
照

御
薗
宇

早
稲
木

東
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島
駅

入
口七

ツ
池

仁
賀
口

上
三
永(

東)

上
三
永

下
三
永
東

三
永
小
学
校

入
口下

三
永

中
央
中
学
校

入
口

前
谷

早
稲
木(

東)

道の駅「西条のん太の酒蔵」
（R4.7月15日開業）

（立体化事業中）

交
差
点
処
理
能
力
検
証

現況 平面交差点

交通容量比（本線流入車線） 需要率

R4現況
（２車線）

案①
(４車線 早稲木平面)

案②
(４車線 早稲木立体)

R4現況
（２車線）

案①
(４車線 早稲木平面)

案②
(４車線 早稲木立体)

道照
（立体化事業中）

上り 1.040 0.327※右折 〇 0.268※右折 〇

0.972
（>0.920）

0.282
（＜0.867）

〇
0.263

（＜0.867）
〇

下り 0.835 0.176※右折 〇 0.176※右折 〇

早稲木

上り 0.785 0.780 〇 0.352※右折 〇

0.663
（<0.921）

0.765
（＜0.907）

〇
0.345

（＜0.871）
〇

下り 0.605 0.855 〇 0.401※右折 〇

■ 平面図
八
本
松
西
IC
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＜参考＞期待される整備効果 （医療への影響）

■東広島市から三次救急医療機関へのアクセスルート（東広島市消防局）

至山口

至
竹
原

至大竹

Ｎ

2

2

54

183
東広島・安芸BP
開通後主要ルート
（消防署意見）

県立広島病院 凡例

事業中区間
直轄国道（開通済）
直轄国道（事業中）
高速道路
主要地方道
一般県道
整備後ルート

東広島市役所

広島大学病院

広島市立広島市民病院

E2

【開通後】
片側2車線（4車線化）

【開通前】
片側1車線

1車線かつ中央分離帯があり
スムーズな追い越しが出来ない

スムーズな走行が可能

■走行性向上のイメージ

東広島市

消防局

■東広島市からの救急搬送の課題

・東広島市から広島市内の三次救急医療機関へ
陸路で搬送する場合は、概ね40分程度かかる
・災害等で山陽自動車道が使用できない場合は
国道2号に交通が集中し、渋滞で通行が困難
・4車線化により、渋滞が緩和され所要時間が
短縮されるほか、緊急走行時に追い越しが
しやすくなることが期待される

資料：東広島市消防局ヒアリング結果（令和5年2月）

西条バイパス

延長 11.3km

安芸バイパス

延長 7.7km

東広島バイパス

延長 9.6km

R5.3.19開通予定

R5.3.19
開通予定

ランプ付近の速度低下に
阻害される救急車

至 広島市

至 竹原市 R4.12.15(木)7:50頃

 東広島市には高度な医療が受けられる三次救急医療機関がなく、重篤疾患の患者等は広島市内の三次救急医療機関に搬送されます。

しかしながら、西条バイパスは片側１車線で混雑しており、救急車両のスムーズな追い越しができないなど円滑な救急搬送が困難です。

 西条バイパスの４車線化により、円滑な救急搬送が可能となり、地域住民の安心・安全な暮らしの支援が期待されます。

県立広島病院

53

82

67

54 51 48 55

34

55

0
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40
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80

100

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

資料：R4.11 東広島市消防局アンケート調査結果

三次救急医療機関への
搬送件数平均55件/年

■東広島市消防局管内から三次救急医療機関
への搬送件数



＜参考＞期待される整備効果 （空港アクセス確保）

山陽道利用（空港バス）の運休状況
※H30は7月豪雨の影響

安芸バイパス

延長 7.7km

広島空港

広島市
中心部

事故・渋滞等が多発する区間（山陽道）

空港～広島間の
アクセス強化が期待

東広島バイパス

延長 9.6km

事故・渋滞等が多発

（現道2号）

写真② R3年8月撮影

写真③

上瀬野一丁目

写真③

写真②

至

岡
山

写真①

R3年8月撮影

広島空港利用者の発着地 広島空港利用者の交通手段

資料：R1航空旅客動態調査資料：R1航空旅客動態調査

直行バス

33%

自家用車等

27%

レンタカー

11%

高速バス

6%

タクシー

ハイヤー

2%

貸切バス

5%

路線バス

市内電車

2% 不明

その他

14%

道路利用

が約8割

広島市

47%

東広島市

7%

福山市

6%

呉市

5%

三原市

2%

廿日市市

2%

尾道市

3%

安芸郡

1%

三次市

2%

その他

4%

県内不明

22%

広島市内

が約5割

50 149 133 261
0 36 13

321 156 163
116

1,426

50 940

500

1,000

1,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

渋滞（事故渋滞等） 通行止め（天候、事故等）

1,426

377
296305

371

86 107

R3年10月撮影（朝）

至 広島市

至 東広島市

至 東広島市

至 広島市

至 広島市

至 東広島市

山陽道通行止めの影響による渋滞の状況① 山陽道通行止めの影響による渋滞の状況②

年間300便前後が渋滞や

通行止めにより迂回

（資料/H26-H28：第1回空港経営改革推進委員会資料より抜粋
H29-R02：広島県空港振興課）

凡 例

開通前
（山陽自動車道経由ルート）

開通後
（東広島・安芸BP経由ルート）

28

西条バイパス

延長 11.3km

写真①

R5.3.19開通予定

R5.3.19
開通予定

 広島空港利用者の約５割は発着地が広島市内であり、バス、自家用車などの道路利用は約８割を占めています。

 山陽自動車道の渋滞や通行止めにより、平成26年度～平成29年度にかけては約300便/年の空港バスが運休を余儀なくされています。

 東広島・安芸バイパスの整備に加え、西条バイパスの4車線整備により、迂回路の速達性・定時性が確保されることで、空港利用の促進や周辺
地域活性化の支援が期待されます。

資料：航空関連会社ヒアリング結果（令和5年2月）

・航空旅客の増客に向けて、航空路
線の誘致や空港の利用促進のた
めには、広島都市圏とのアクセス
機能の強化が最も重要と考えて
います。
・アクセス性強化によって通行止め
等の影響が少なくなり、道路の信
頼性の向上に加え、都市圏からの
移動時間の短縮や料金負担の低
減等の効果が期待できます。
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＜参考＞期待される整備効果 （地域産業の支援）

Ｎ

2

E2

54

183

至山口

至福山

至大竹

完成自動車
宇品工場

東広島市役所

広島市役所

2
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H18.3 東広島バイパス
海田東～中野間開通

H26.3 東広島バイパス
中野～瀬野西間開通

出典：地域経済分析システム

凡例
直轄国道（開通済）
直轄国道（事業中）
高速道路
主要地方道
一般県道
東広島市内の輸送
機械器具運送業

※必ずしも完成自動車宇品工場
との取引を示すものではない

バイパス整備により25分短縮/(1便)

80便稼働するので1日延べ33時間短縮

トラック1台あたり８時間稼働すると、
1日４台分の削減

完成自動車宇品工場 東広島市内部品工場

出典：大手自動車メーカーの便数情報をもとに試算

所要時間短縮効果（見込み）

現況：ETC2.0プローブデータ（R4.10月 平日 昼12時間平均速度）
整備後：現況＋東広島・安芸バイパス事業中区間（Ｖ＝70km/h）

西条バイパス4車線化整備区間（Ｖ＝60km/h）で計算

西条バイパス

延長11.3㎞

R5.3.19
開通予定

R5.3.19開通予定

安芸バイパス

延長7.7㎞

東広島バイパス

延長9.6㎞

時間短縮に伴う物流効率化（試算）

・東広島方面からの朝夕ピーク時の輸
送は、渋滞があるため早め早めの運
行を余儀なくされています。

・バイパスの整備により、計画的なト
ラック運行ができるようになり、無駄な
時間が無くなるため、トラック回転数
（1台あたりの便数）を向上させること
ができようになると考えています。

資料：（R5.2 大手自動車メーカー ヒアリング結果）

■ 広島市内への輸送ルート ■ 東広島市内の企業立地の推移

仁賀口交差点

仁保JCT

【現況】

約25分短縮

仁
賀
口
交
差
点

東広島バイパス・安芸バイパス事業中区間整備
+西条バイパス 4車線化整備

【整備後】

仁
保
J
C
T

約63分

約38分

国道2号・東広島バイパス開通済区間ルート

■東広島市内の企業の声

22

瀬野西IC
せ の に し

中野IC
なかの

海田東IC
かいた ひがし

 東広島市には大手自動車メーカーの関連事業所が集積しており、近年、東広島市内の産業団地が造成されたことに伴い、自動車関連事業所

への投資が増加しています。

 広島市の工場への部品輸送が日々行われていますが、朝・夕の混雑時は時間に余裕を見込んだ早めの運行をする等、非効率となっており、

東広島BP・安芸BP・西条BP4車線化の整備により生産活動の効率化が図られるなど、地域産業活動に寄与することが期待されます。

※ここでの企業立地は、東広島市の企業立地促進助成制度を利用して
土地・建物に対して投資を実施した企業（増設も含む）

出典：東広島市提供資料（R4年度）



＜参考＞期待される整備効果 （交通事故の減少）
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西条IC
高屋IC・JCT

溝迫
79.9

ランプ分岐付近単路
241.0

ランプ分岐
79.9
53.3

ランプ分岐
161.7

単路
141.8
104.3

道照
194.0

早稲木
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ランプ分岐
97.0 下三永

71.6

上三永西
250.6

上三永(東)
107.4

仁賀口
412.8

資料：交通事故総合データベース（H29-R2）

死傷事故率全国平均
▼ 46.4件/億台キロ

西条バイパス 延長 11.3km
さいじょう

至

三
原
市

至

広
島
市
街

凡 例

50～100件/億台キロ

00～050件/億台キロ

100件/億台キロ～

死傷事故率

事故危険区間

事故危険区間

資料：交通事故総合データベース（H29-R2）

ランプ分岐
71.6

ランプ分岐
53.2

ランプ分岐
53.3

ランプ分岐
106.0

ランプ分岐付近単路
112.6

単路
52.8

単路
68.8
100.3
52.1

下三永東
71.6

 西条バイパスでは、交差点やランプ付近において死傷事故率が高くなっており、全国平均（46.4件/億台キロ）より高い状況です。

 死傷事故件数は減少傾向にあるものの、速度低下に起因すると推測される追突事故の割合が約８割と非常に高くなっています。

 4車線整備により、速度低下箇所が減少することで、追突をはじめとする事故の減少が期待されます。

■ 死傷事故率

■ 事故類型 ■ 死傷事故件数の推移
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西条バイパス
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追突事故の割合が
約８割と非常に高い

資料：交通事故総合データベース（H29-R2）

■ 事故発生状況

（御薗宇付近・令和5年1月11日 18時台）

至 三原市

至 広島市街


